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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年4月26日(2018.4.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自然僧帽弁内への埋め込みのための人工僧帽弁であって、該人工僧帽弁が、
　本体、組織を左心房中に係合するための心房部分、および組織を左心室中に係合するた
めの少なくとも１つの心室固定部を有する、径方向に折畳み可能および径方向に拡張可能
なフレームであって、前記本体が心房端部および心室端部を有しており、前記心房部分が
前記本体に対して径方向外向きに延在しており、前記心室固定部が前記本体の心室端部か
ら延在している、フレームを備えており、
　前記本体および前記心房部分が、別々の金属コンポーネントであり、前記別々の金属コ
ンポーネントが縫合糸または布地部材を介して互いに結合されており、かつ
　弁構造体が、複数の弁尖を有し、かつ前記人工僧帽弁を通る血流を一方向に規制するよ
うに構成されており、前記弁構造体が、前記フレームの前記本体内で支持されており、
　前記心房部分が径方向剛性を有しており、前記本体が径方向剛性を有しており、かつ前
記心房部分の径方向剛性が前記本体の径方向剛性より小さい、人工僧帽弁。
【請求項２】
　前記本体と前記心房部分とが互いに前記布地部材により結合されている請求項１に記載
の人工僧帽弁。
【請求項３】
　前記布地部材がシール部材を備え、前記シール部材が、患者の天然心臓弁内に前記人工
僧帽弁を埋め込む際に前記人工僧帽弁を取り囲む天然組織に対してシールするように構成
されている請求項２に記載の人工僧帽弁。
【請求項４】
　前記本体と心房部分とが縫合糸によりともに結合されている請求項１に記載の人工僧帽
弁。
【請求項５】
　前記心房部分は、前記本体から径方向外向きに間隔があけられている請求項１に記載の
人工僧帽弁。
【請求項６】
　前記心房部分が軸方向剛性を有しており、前記本体が軸方向剛性を有しており、かつ前
記心房部分の軸方向剛性が前記本体の軸方向剛性より小さい請求項１に記載の人工僧帽弁



(2) JP 2016-506794 A5 2018.7.12

。
【請求項７】
　前記心房部分は、前記本体の心房端部から前記本体の心室端部に向かって軸方向に間隔
があけられている請求項１に記載の人工僧帽弁。
【請求項８】
　前記心房部分が、前記本体のまわりに円周方向に分布された複数の突出部を備える請求
項１に記載の人工僧帽弁。
【請求項９】
　前記本体が複数の相互接続したストラットを有しており、前記ストラットが接続ポイン
トで頂点を形成しており、かつ前記心房部分の前記突出部が前記本体の各頂点から延在し
ている請求項８に記載の人工僧帽弁。
【請求項１０】
　前記心房部分が、前記本体のまわりに延在する連続ワイヤ形態を備える請求項１に記載
の人工僧帽弁。
【請求項１１】
　前記連続ワイヤ形態が、前記本体のまわりに円周方向に分布された複数のループを備え
る請求項１０に記載の人工僧帽弁。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
【図１】ヒトの心臓の断面図である。
【図２】僧帽弁領域を示すヒトの心臓の別の断面図である。
【図３】腱索を介して乳頭筋に付着された僧帽弁尖を示す天然僧帽弁の解剖学的構造の概
略図である。
【図４Ａ】カーペンティア名を示す天然僧帽弁を示す図である。
【図４Ｂ】弁尖間に間隙を有する天然僧帽弁を示す図である。
【図４Ｃ】天然僧帽弁内に位置決めされた例示の人工弁を示す図である。
【図４Ｄ】天然僧帽弁内に位置決めされた例示の人工弁を示す図である。
【図５】人工弁の例示の一実施形態の側面図である。
【図６】弁の長手方向軸に対して９０度回転された図５の人工弁を示す図である。
【図７】図５に示される人工弁の心室（流出）図である。
【図８】図５～図７の人工弁のフレームの例示の一実施形態を示す、図５～図７に対応す
る図である。
【図８Ａ】図５～図７の人工弁のフレームの例示の一実施形態を示す、図５～図７に対応
する図である。
【図９】図５～図７の人工弁のフレームの例示の一実施形態を示す、図５～図７に対応す
る図である。
【図１０】図５～図７の人工弁のフレームの例示の一実施形態を示す、図５～図７に対応
する図である。
【図１１】本体が径方向に圧縮されるにつれて心室固定部と本体との間の弁尖受け空間が
増大するのを示す、心房封止部材を伴わない図９のフレームの側面図である。
【図１２】本体が径方向に圧縮されるにつれて心室固定部と本体との間の弁尖受け空間が
増大するのを示す、心房封止部材を伴わない図９のフレームの側面図である。
【図１３】本体が径方向に圧縮されるにつれて心室固定部と本体との間の弁尖受け空間が
増大するのを示す、心房封止部材を伴わない図９のフレームの側面図である。
【図１４】本体が径方向に圧縮されるにつれて心室固定部と本体との間の弁尖受け空間が
増大するのを示す、心房封止部材を伴わない図９のフレームの側面図である。
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【図１５】本体が径方向に圧縮されるにつれて心室固定部と本体との間の弁尖受け空間が
増大するのを示す、心房封止部材を伴わない図９のフレームの側面図である。
【図１６】本体が径方向に圧縮されるにつれて心室固定部と本体との間の弁尖受け空間が
増大するのを示す、心房封止部材を伴わない図９のフレームの側面図である。
【図１７】図１１に対応する端面図である。
【図１８】図１２に対応する端面図である。
【図１９】図１３に対応する端面図である。
【図２０】図１４に対応する端面図である。
【図２１】図１５に対応する端面図である。
【図２２】図１６に対応する端面図である。
【図２３】僧帽弁領域に植え込まれた図９のフレームを示す心臓の断面図である。天然僧
帽弁尖が、本体と心室固定部との間に捕獲される。
【図２４】図９の心房封止部材、本体、および心室固定部の例示の寸法を示す図である。
【図２５】本体の心室端部から下方に延在する「Ｔ字」形状押し部材を備える、心房封止
部材が除外されたフレームの例示の一実施形態を示す図である。
【図２６】本体の心室端部から下方に延在する「Ｖ字」形状押し部材を備える、心房封止
部材が除外されたフレームの例示の一実施形態を示す図である。
【図２７】４つの心室固定部を有するフレームを有する人工弁の例示の一実施形態を示す
図である。
【図２８】４つの心室固定部を有するフレームを有する人工弁の例示の一実施形態を示す
図である。
【図２９】４つの心室固定部を有するフレームを有する人工弁の例示の一実施形態を示す
図である。
【図３０】図２７～図２９に示す人工弁のフレームを示す図である。
【図３１】図２７～図２９に示す人工弁のフレームを示す図である。
【図３２】図２７～図２９に示す人工弁のフレームを示す図である。
【図３３】僧帽弁領域に植え込まれた図３０～図３２のフレームを示す心臓の断面図であ
る。
【図３４】僧帽弁輪および／または天然弁尖が延伸された心室固定部および心房封止部材
の端部間で圧迫されるように僧帽弁領域に植え込まれた、延伸された心室固定部および心
房封止部材を備えるフレームの一実施形態を示す、心臓の断面図である。
【図３５】「Ｓ字」形状心室固定部を備えるフレームの例示の一実施形態の側面図である
。
【図３６】「Ｓ字」形状心室固定部を備えるフレームの例示の一実施形態の側面図である
。
【図３７】より幅広形状の心室固定部を備える、心房封止部材が除外されたフレームの例
示の一実施形態の側面図である。
【図３８】より幅広形状の心室固定部を備える、心房封止部材が除外されたフレームの例
示の一実施形態の上面図である。
【図３９】僧帽弁領域に植え込まれたフレームの一実施形態を示す心臓の断面図である。
心室固定部が、拡張後にフレームの本体から分離された状態に留まり、心室固定部は、フ
レームを保持するために腱索からの張力を利用するように僧帽弁尖の下方端部に接触する
。
【図４０】実質的に平坦な心房封止部材を備えるフレームの例示の一実施形態を示す図で
ある。
【図４１】上方に延伸する心房封止部材を備えるフレームの例示の一実施形態を示す図で
ある。
【図４２】上方に延伸する心房封止部材と延伸された心室固定部とを備えるフレームの例
示の一実施形態を示す図である。
【図４３】幅広セット心室固定部を備える、心房封止部材が除外されたフレームの例示の
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一実施形態を示す図である。
【図４４】最終構成へ跳ね上がる心室固定部を有する、心房封止部材が除外されたフレー
ムの例示の一実施形態の一連の側面図である。
【図４５】最終構成へ巻き上がる心室固定部を有する、心房封止部材が除外されたフレー
ムの例示の一実施形態の一連の側面図である。
【図４６Ａ】本体が心室固定部とは別個に製造される、心房封止部材が除外されたフレー
ムの例示の一実施形態を示す図である。
【図４６Ｂ】本体が心室固定部とは別個に製造される、心房封止部材が除外されたフレー
ムの例示の一実施形態を示す図である。
【図４６Ｃ】本体が心室固定部とは別個に製造される、心房封止部材が除外されたフレー
ムの例示の一実施形態を示す図である。
【図４７Ａ】本体が心室固定部とは別個に製造されスリーブを使用して装着される、心房
封止部材が除外されたフレームの例示の一実施形態を示す図である。
【図４７Ｂ】本体が心室固定部とは別個に製造されスリーブを使用して装着される、心房
封止部材が除外されたフレームの例示の一実施形態を示す図である。
【図４７Ｃ】本体が心室固定部とは別個に製造されスリーブを使用して装着される、心房
封止部材が除外されたフレームの例示の一実施形態を示す図である。
【図４７Ｄ】本体が心室固定部とは別個に製造されスリーブを使用して装着される、心房
封止部材が除外されたフレームの別の一実施形態を示す図である。
【図４８Ａ】本体が心室固定部とは別個に製造され機械式ロックを有するスリーブを使用
して装着される、心房封止部材が除外されたフレームの別の実施形態を示す図である。
【図４８Ｂ】本体が心室固定部とは別個に製造され機械式ロックを有するスリーブを使用
して装着される、心房封止部材が除外されたフレームの別の実施形態を示す図である。
【図４８Ｃ】本体が心室固定部とは別個に製造され機械式ロックを有するスリーブを使用
して装着される、心房封止部材が除外されたフレームの別の実施形態を示す図である。
【図４９】心臓の天然僧帽弁領域に人工弁を送達するおよび植え込むための送達システム
の例示の一実施形態を示す図である。
【図５０】図４９の送達システムの遠位部分の詳細図である。
【図５１】切断線５１－５１に沿った図４９の送達システムのハンドル部分の断面図であ
る。
【図５２】切断線５２－５２に沿った図４９の送達システムのハンドル部分の断面図であ
る。
【図５３】切断線５３－５３に沿った図４９の送達システムの挿入可能部分の断面図であ
る。
【図５４】心室固定部が内方シースのスロットを通り外方へ延在した状態で、人工弁がス
ロット付き内方シース内に装填された、図４９の送達システムを示す図である。
【図５５】内方シースおよび外方シース内に、ならびにノーズコーンとプッシャシャフト
の先端部との間に人工弁を収容した、送達位置にある図４９の送達システムの断面図であ
る。
【図５６】心室固定部が内方シースのスロットを通り外方へ延在するように後退された送
達システムの外方シースを示す、図４９の送達システムの遠位端部分の断面図である。
【図５７】図４９の送達システムを使用して左心室に事前配置されつつある人工弁の心室
固定部を示す、心臓の断面図である。
【図５８】送達システムのスロットから延在する心室固定部を示し、各僧帽弁尖と心室壁
との間に位置決めされた心室固定部を示す、左心室から心臓の僧帽弁領域を見た図である
。
【図５９】天然弁尖が心室固定部と内方シースとの間に位置決めされた状態の、図４９の
送達システムを使用して僧帽弁領域に植え込まれつつある人工弁を示す、心臓の断面図で
ある。
【図６０】人工弁の心室固定部がスロット付き内方シースの周囲の切欠付き保持バンドに
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接触する点まで後退されたスロット付き内方シースを示す、図４９の送達システムの断面
図である。
【図６１】バンドが破壊された後に完全に後退されたスロット付き内方シースと、シース
から完全に展開された後の拡張状態にある人工弁とを示す、図４９の送達システムの断面
図である。
【図６２】僧帽弁尖が本体と心室固定部との間に捕獲された状態で完全に植え込まれた人
工弁の例示の一実施形態を示す、左心室から心臓の僧帽弁領域を見た図である。
【図６３】別の実施形態による、心臓の天然弁領域に送達するためのカテーテルシース内
の人工弁の例示の一実施形態を示す図である。
【図６４】心室固定部は拡張自在になるが本体は圧縮されたままに留まるように、カテー
テルシースが引き戻された状態の図６３の人工弁を示す図である。
【図６５】心室固定部のみが露出されるように外方シースが本体を再捕獲した状態の、図
６３の人工弁を示す図である。
【図６６】経心房アプローチを利用して天然僧帽弁領域に植え込まれつつある図６５の人
工弁を示す、心臓の断面図である。
【図６７】経中隔アプローチを利用して天然心房弁領域に植え込まれつつある図６５の人
工弁を示す、心臓の断面図である。
【図６８】シースから自由に延在する心室固定部を有し、天然僧帽弁尖と心室壁との間に
位置決めされた心房に送達された人工弁の一実施形態を示す、左心室から僧帽弁領域を見
た図である。
【図６９】完全に拡張され天然僧帽弁尖に固定された図６８の人工弁を示す、左心室から
僧帽弁領域を見た図である。
【図７０】僧帽弁領域の天然組織に固定されたドッキングフレームと、ドッキングフレー
ムのルーメン内でドッキングフレームに固定された別個に展開される人工弁との一実施形
態を示す、心臓の断面図である。
【図７１】僧帽弁逆流を治療するために天然僧帽弁領域に植え込むためのプロテーゼ装置
の一実施形態の斜視図である。
【図７２】図７１のプロテーゼ装置の側面図である。
【図７３】図７１のプロテーゼ装置の別の側面図である。
【図７４】図７１のプロテーゼ装置の端面図である。
【図７５】図７１のプロテーゼ装置の経中隔送達を示す、心臓の断面図である。
【図７６】図７１のプロテーゼ装置の経中隔送達を示す、心臓の断面図である。
【図７７】図７１のプロテーゼ装置の経中隔送達を示す、心臓の断面図である。
【図７８】図７１のプロテーゼ装置の経中隔送達を示す、心臓の断面図である。
【図７９】図７１のプロテーゼ装置の経中隔送達を示す、心臓の断面図である。
【図８０】人工弁を備える図７１のプロテーゼ装置の代替的な一実施形態の側面図である
。
【図８１】Ｚ字カットフレーム本体を備える図７１のプロテーゼ装置の代替的な一実施形
態の部分側面図である。
【図８２】格子フレーム本体および人工弁を備える図７１のプロテーゼ装置の代替的な一
実施形態の部分側面図である。
【図８３】らせん状フレーム本体を備える図７１のプロテーゼ装置の代替的な一実施形態
の部分側面図である。
【図８４】「Ｌ字」形状心室固定部を有する例示のプロテーゼ装置を植え込むための例示
の一方法を示す図である。
【図８５】「Ｌ字」形状心室固定部を有する例示のプロテーゼ装置を植え込むための例示
の一方法を示す図である。
【図８６】「Ｌ字」形状心室固定部を有する別のプロテーゼ装置を植え込むための別の例
示の方法を示す図である。
【図８７】「Ｌ字」形状心室固定部を有する別のプロテーゼ装置を植え込むための別の例
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示の方法を示す図である。
【図８８】天然僧帽弁領域の心室図である。
【図８９】配向デバイスの例示の一実施形態を示す図である。
【図９０】図８９の配向デバイスのアーム構成要素の詳細を示す図である。
【図９１】図８９の配向デバイスの例示の展開シーケンスを示す図である。
【図９２】図８９の配向デバイスの例示の展開シーケンスを示す図である。
【図９３】図８９の配向デバイスの例示の展開シーケンスを示す図である。
【図９４】図８９の配向デバイスの例示の展開シーケンスを示す図である。
【図９５Ａ】心臓の天然僧帽弁領域で展開される図８９の配向デバイスを示す図である。
【図９５Ｂ】心臓の天然僧帽弁領域で展開される図８９の配向デバイスを示す図である。
【図９６】蛍光透視鏡デバイスの例示の一実施形態を示す図である。
【図９７】配向デバイスを配向する例示のプロセスにおけるステップを示す図８９の配向
デバイスの端面図である。
【図９８】配向デバイスを配向する例示のプロセスにおけるステップを示す図８９の配向
デバイスの端面図である。
【図９９】蛍光透視下で示されるような心臓の天然僧帽弁領域内で展開された図８９の配
向デバイスを示す図である。
【図１００Ａ】プロテーゼデバイスの心房部分の例示の軸方向構成を示す図である。
【図１００Ｂ】プロテーゼデバイスの心房部分の例示の軸方向構成を示す図である。
【図１００Ｃ】プロテーゼデバイスの心房部分の例示の軸方向構成を示す図である。
【図１００Ｄ】プロテーゼデバイスの心房部分の例示の軸方向構成を示す図である。
【図１００Ｅ】プロテーゼデバイスの心房部分の例示の軸方向構成を示す図である。
【図１００Ｆ】プロテーゼデバイスの心房部分の例示の軸方向構成を示す図である。
【図１０１Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０１Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０２Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０２Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０３Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０３Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０４】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０５】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０６】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０７】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０８】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０９Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０９Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０９Ｃ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
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房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０９Ｄ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１０９Ｅ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１０Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１０Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１１】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１２】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１３】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１４】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１５】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１６Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１６Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１７Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１７Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１８】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１９Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１１９Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１２０】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１２１】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１２２】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心房
部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１２３Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１２３Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１２４Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１２４Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１２５Ａ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１２５Ｂ】ある軸方向構成および径方向構成を有するプロテーゼデバイスの例示の心
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房部分と、その様々な構成要素とを示す図である。
【図１２６】非対称径方向構成を有するプロテーゼデバイスのさらなる心房部分を示す図
である。
【図１２７】非対称径方向構成を有するプロテーゼデバイスのさらなる心房部分を示す図
である。
【図１２８】非対称径方向構成を有するプロテーゼデバイスのさらなる心房部分を示す図
である。
【図１２９】非対称径方向構成を有するプロテーゼデバイスのさらなる心房部分を示す図
である。
【図１３０】非対称径方向構成を有するプロテーゼデバイスのさらなる心房部分を示す図
である。
【図１３１】略サドル形状構成を有するプロテーゼデバイスのさらなる心房部分を示す図
である。
【図１３２Ａ】プロテーゼデバイスの別の心房部分を示す図である。
【図１３２Ｂ】プロテーゼデバイスの別の心房部分を示す図である。
【図１３２Ｃ】プロテーゼデバイスの別の心房部分を示す図である。
【図１３３Ａ】穴を有するプロテーゼデバイスの別の心房部分を示す図である。
【図１３３Ｂ】穴を有するプロテーゼデバイスの別の心房部分を示す図である。
【図１３３Ｃ】穴を有するプロテーゼデバイスの別の心房部分を示す図である。
【図１３４】略裁頭円錐形本体を有するプロテーゼデバイスを示す図である。
【図１３５】略裁頭円錐形本体を有するプロテーゼデバイスのフレームを示す図である。
【図１３６】心房部分と本体の心室端部との間に広がる２つの布地を有する別のプロテー
ゼデバイスを示す図である。
【図１３７Ａ】別の例示の心房部分を有する例示のフレームを示す図である。
【図１３７Ｂ】別の例示の心房部分を有する例示のフレームを示す図である。
【図１３８】別の例示のプロテーゼデバイスを示す図である。
【図１３９】別の例示のプロテーゼデバイスを示す図である。
【図１４０】天然組織に配置されたプロテーゼデバイスを示す図である。
【図１４１】拡張支援送達デバイスの例示の一実施形態を示す図である。
【図１４２】図１４１の送達デバイスの近位端部分の部分側面図である。
【図１４３】図１４１の送達デバイスの遠位端部分の部分図である。
【図１４４】図１４１の送達デバイスの遠位端部分の部分図である。
【図１４５】図１４１の送達デバイスの遠位端部分の部分図である。
【図１４６】図１４１の送達デバイスの遠位端部分の部分図である。
【図１４７】図１４１の送達デバイスの例示の展開シーケンスを示す図である。
【図１４８】図１４１の送達デバイスの例示の展開シーケンスを示す図である。
【図１４９】図１４１の送達デバイスの例示の展開シーケンスを示す図である。
【図１５０】図１４１の送達デバイスの例示の展開シーケンスを示す図である。
【図１５１】図１４１の送達デバイスの例示の展開シーケンスを示す図である。
【図１５２Ａ】送達装置用の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５２Ｂ】送達装置用の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５２Ｃ】送達装置用の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５２Ｄ】送達装置用の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５２Ｅ】送達装置用の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５３Ａ】別の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５３Ｂ】別の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５３Ｃ】別の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５３Ｄ】別の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５３Ｅ】別の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５３Ｆ】別の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
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【図１５３Ｇ】別の例示の人工弁保持デバイスを示す図である。
【図１５４】図１５３Ａ～図１５３Ｇのハーネスデバイスを備える送達デバイスの例示の
展開シーケンスを示す図である。
【図１５５】図１５３Ａ～図１５３Ｇのハーネスデバイスを備える送達デバイスの例示の
展開シーケンスを示す図である。
【図１５６】図１５３Ａ～図１５３Ｇのハーネスデバイスを備える送達デバイスの例示の
展開シーケンスを示す図である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　層１４２は、血流を阻止するが組織内部成長を許容し得る半多孔性布地を含むことが可
能である。層１４２は、ポリエステル材料または生体適合性ポリマーなどの合成材料を含
むことが可能である。ポリエステル材料の一例は、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ
）である。代替的な材料が使用され得る。例えば、層は、天然組織、心膜組織（例えばウ
シ心膜、ブタ心膜、またはウマ心膜）、または他の生体組織などの生体物質を含むことが
可能である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
　ワイヤ１５０は、例えば図５～図７に示す実施形態におけるように生体適合性材料によ
って覆われ得る。第１の材料１６４は、ワイヤ１５０の少なくともある部分の周囲を囲む
またはその部分を被覆することが可能である。第２の材料１６６は、ワイヤ１５０の２つ
の部分にわたって広がりウェブを形成することが可能であり、このウェブは、組織内部成
長を向上させ得る。第１の材料１６４および第２の材料１６６は、例えば生体適合性半多
孔性布地などの、同一の材料または異なる材料を含むことが可能である。被覆材料１６４
、１６６は、心室固定部１２６への組織内部成長を増大させて、保持を向上させる。さら
に、これらの被覆材料は、心室固定部１２６の摩擦特性を低減させて植え込みを容易化さ
せることが可能である、および／または心室固定部の摩擦特性を増大させて保持を向上さ
せることが可能である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４１】
　心房部分の構成は、患者の僧帽弁領域の構造と患者の医学的条件とを含む複数の要素に
依存することが可能である。以下、１つまたは複数の点でそれぞれ異なる複数の代替的な
構成が説明される。例えば、本明細書においては「径方向構成」と呼ばれる上方から（す
なわち本体の中心を通り延在する長手方向中心軸に沿って）見た場合の心房部分の構成は
、実施形態ごとに異なり得る。さらに、本明細書においては「軸方向構成」と呼ばれる側
方から（すなわち長手方向軸に対して垂直な軸に沿って）見た場合の心房部分の構成は、
実施形態ごとに異なり得る。また、心房部分のさらなる特徴が、様々な要素に応じて実施
形態ごとに異なり得る。これらのさらなる特徴には、心房部分が本体に連結される様式、
心房部分が連結される本体上の位置、心房部分を覆うために使用される布地タイプ、径方
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向構成の対称性（非対称性）、蛇行構成またはコイル構成を有するアームを備える点、お
よび心房部分を作製するための方法が含まれ得るが、それらに限定されない。かかる組合
せが構造的に不可能である点を除けば、本明細書に開示される代替的な径方向構成は、本
明細書に開示される代替的な軸方向構成のいずれかと組み合わされて、およびさらには本
明細書で説明されるさらなる変形形態のいずれかと組み合わされて使用され得る。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４５】
　様々な例示の軸方向構成が図１００Ａ～図１００Ｆに概略的に示される。これらの図は
、本体の長手方向軸７０１６に沿った本体７０１８および異なる心房部分の一方の半部の
断面図を示す。図１００Ａに示すように、心房部分７０００は、軸７０１６に対して略垂
直な本体７０１８の心房端部から径方向に離れるように延在し得る。図１００Ｂに示すよ
うに、心房部分７００２は、心房部分７００２が本体７０１８の側部との間に鋭角を形成
するように、本体７０１８の心房端部から離れるように径方向および心室の両方に延在す
ることが可能である。関連する軸方向構成では、心房部分は、任意の所望の角度Θまたは
角度範囲Θで本体から離れるように延在し得る（角度Θは、心房部分と本体の側部表面と
の間で測定される）。例えば、心房部分は、任意の適切な鋭角で、任意の適切な鈍角で、
または本体の側部から略０°～１８０°の範囲に及ぶ任意の角度で本体から離れるように
延在し得る。図１００Ｃに示すように、心房部分７００４は、本体７０１８から径方向外
周部に略径方向に離れるように延在し、径方向外周部から心室に巻き、次いで本体に向か
って戻るように延在し得る。図１００Ｄに示すように、心房部分７００６は、本体７０１
８から径方向に延在し、径方向外周部のある点に到達し、次いで径方向外周部から本体に
向かって延在して戻り得る。図１００Ｅおよび図１００Ｆに示すように、心房部分７００
８は、本体７０１８に直接的には固定されないフレームを備えることが可能である。かか
る構成を有する心房部分の実施形態では、心房部分は、布地で本体７０１８に結合され得
る。図１００Ｅに示すように、心房部分７００８は、本体７０１８に対して径方向に外方
に延在し得る。図１００Ｆに示すように、心房部分７０１０は、本体７０１８を丸く囲む
単一要素を備え得る。他の軸方向構成が可能であるが、図１００Ａ～図１００Ｆには図示
しない。例えば、いくつかの実施形態は、心房部分は、本体７０１８から離れるように延
在し、径方向外周部の付近で心房に巻く。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４８】
　図１０１Ａ～図１４０は、種々の軸方向構成および／または径方向構成の心房部分の複
数の例示の実施形態を示す。心房部分の実施形態のいくつかが、人工僧帽弁と組み合わせ
て図示されるが、心房部分の様々な実施形態は、天然僧帽弁領域に植え込まれることとな
る様々な他のデバイスと組み合わせても使用され得る。心房部分の実施形態のいくつかが
、例えば径方向に延在するアームなどの特定個数の様々な構成要素と共に示されるが、図
示する実施形態のそれぞれに備えられる様々な構成要素の個数は、代替的な実施形態では
異なり得る。図１０１Ａ～図１０１Ｂは、１２個のアーム７０２２を備える径方向構成を
有する例示の心房部分７０２０を示し、各アームは、起始端部７０２４で本体７０３２に
連結され、径方向に外方に延在し、末端端部７０２６で各ループ７０２８に連結される。
布地カバー７０３０が、アーム７０２２、ループ７０２８、および本体７０３２に連結さ
れ、これらの構成要素間の間隙にわたり広がる。心房部分７０２０は、図１００Ａに示す
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ものと類似する軸方向構成を有し、アームは、軸７０１６に対して略垂直な本体７０１８
から径方向に離れるように延在する。各アーム７０２２は、各隣接するアーム７０２２か
ら独立しており、すなわち各アーム７０２２は、他とは無関係に撓曲または屈曲し得る。
結果として、独立アームを有する径方向構成および他の径方向構成は、低い周方向依存性
を示す。各アーム７０２２の末端端部７０２６に連結されるループ７０２８は、心房部分
７０００と天然組織との間の接触の結果として患者の組織が被る外傷を軽減させるのを補
助する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５４】
　図１０６は、１２個のアーム７１２２を備える径方向構成を有する例示の心房部分７１
２０を示す。各アームは、起始端部７１２４で本体７１３２に連結され、径方向に外方に
延在し、末端端部７１２６でループ７１２８に連結される。この径方向構成は、アーム７
１２２が、本体７１３２から離れるように径方向に延在することに加えて、起始端部７１
２４から離れるように角度方向にも延在することにより、アーム７１２２がらせんパター
ンを形成する点で、前述の径方向構成とは異なる。独立アームを有する他の心房部分と同
様に、心房部分７１２０は低い周方向依存性を示す。しかし、他の構成の多くとは異なり
、この構成は、アーム７１２２のらせん構成により低い径方向剛性を示す。アーム７１２
２の１つが径方向力を被ると、これは、圧縮または引張よりも主に曲げを被るため、径方
向に比較的容易に撓曲し得る。また、心房部分７１２０は、アーム７１２２の中間点付近
に複数の連結点７１３０を備え、これらは、アーム７１２２に布地カバー（図示せず）を
装着するのを容易にするために使用され得る。心房部分７０２０は、図１００Ａに示すも
のに類似する軸方向構成を有する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５６】
　図１０８は、１２個のアーム７１６２を備える径方向構成を有する例示の心房部分７１
６０を示す。各アームは、起始端部７１６４で本体７１７２に連結され、径方向に外方に
延在し、末端端部７１６６で馬蹄形状要素７１６８に連結され、これらの馬蹄形状要素７
１６８の端部は、図１０２Ａ～図１０２Ｂに示す実施形態と同様に本体７１７２の方向を
向いて戻る。布地７１７０が、アーム７１６２、馬蹄形状要素７１６８、および本体７１
７２に連結され、これらの構成要素間の間隙にわたり広がる。この径方向構成は、アーム
７１６２が材料の直線状セクションとしてではなく蛇行形状で形成される点で、前述の構
成とは異なる。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６０】
　図１１２は、１１個のアーム７２２２を備える径方向構成を有する例示の心房部分７２
２０を示す。各アームは、起始端部７２２４で本体７２２８に連結され、径方向に外方に
延在する。１１個のアーム７２２２は、２つの隣接し合うアーム７２２２間に他の隣接し
合うアーム７２２２間よりも大きな空間が存在するように構成され、この利点を図１２６
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～図１３０を参照として次に説明する。心房部分７２２０は、アーム７２２２が材料の直
線状セクションとしてではなくコイル構成またはらせん構成で形成される点で、前述の構
成とは異なる。心房部分７１６０、７１８０、および７２００で使用される蛇行形状と同
様に、アーム７２２２の構成にコイル形状を備えることにより、それらに剛性および／ま
たは疲労損傷の可能性が低下し得る。心房部分７２２０は、図１００Ｂに示すものに類似
する軸方向構成を有する。アーム７２２２は、心室に巻いて、本体７２２８の側部に対し
て鋭角で延在するように径方向に外方に延在する。結果として、心房部分７２２０は、天
然組織との表面接触面積がより小さくなるが、植え込み時にいくつかの他の心房部分より
も高い気密性のシールを実現し得る。布地７２２６が、アーム７２２２および本体７２２
８に連結され、これらの構成要素間の間隙にわたり広がる。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６６】
　図１１８は、心房部分７３２０と同様の径方向構成を有する例示の心房部分７３４０を
示す。心房部分７３４０は、図１００Ｅに示すものに類似する軸方向構成を有する。心房
部分７３４０は、心房部分７３２０に存在するアームを備えず、したがって内方ジグザグ
部分７３４２および外方ジグザグ部分７３４４は、布地７３４６を介して本体部分７３４
８に連結されるにすぎない。これらのジグザグ部分は、布地７３４６により本体部分７３
４８に連結されるにすぎないため、心房部分７３４０は、低い軸方向剛性を有する。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６８】
　図１２０は、本体７３８６の周囲に延在する単一材料リング７３８２を備える径方向構
成を有する例示的な心房部分７３８０を示し、したがって図１００Ｆに示すものに類似す
る軸方向構成を有する単一材料リング７３８２は、布地７３８４を介して以外では本体７
３８６に連結されない。心房部分７３８０は、高い周方向依存性と、リング７３８２に対
して印加される径方向力によりリング７３８２が径方向にシフトするおよび／または収縮
することによる低い径方向剛性と、材料７３８２が本体７３８６とは無関係に移動し得る
ことによる低い軸方向剛性とを有する。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１７７】
　図１３３Ａ～図１３３Ｃは、心房部分７３８０のものと同様の径方向構成を有する例示
の心房部分７５４０の上面図、底面図、および側面図をそれぞれ示す。心房部分７５４０
は、本体７５４４を丸く囲み布地７５４６により本体７５４４に結合された単一材料部分
７５４２を備える。布地７５４６は、２つのバイパス穴７５４８を備え、これらのバイパ
ス穴７５４８は、血液をいずれの方向にも布地を通してより急激に流し得るため、したが
って布地に印加される圧力を低下させる。特に重要な点は、人工弁が初めに植え込まれた
場合に、バイパス穴が、一部の血液をこれらの穴を通して左心室から左心房に流し得るこ
とにより布地に印加される収縮期圧力を低下させ得る点である。収縮期圧力は、過度に高
い場合には、天然組織からの心房部分の分離を引き起こし、それにより持続可能な組織内
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部成長を妨げ得る。したがって、一部の血液を心房部分７５４０に通して流し、それによ
り心房部分７５４０に対する収縮期圧力を低下させることにより、バイパス穴７５４８は
、特に交連部３６の領域で組織内部成長を促進させることが可能となる。いくつかの実施
形態では、持続可能な組織内部成長が引き起こされると、患者は、バイパス穴が封止され
る継続管理処置を受け、それにより僧帽弁逆流をさらに低減させることが可能である。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１７９】
　弁７５６０は、本体７５６２の心房端部から心室端部に延在する可撓性布地７５６４を
備える。布地７５６４は、弁７５６０が天然組織の形状に形状合致するのを補助し、それ
により封止および組織内部成長をさらに向上させ、天然組織に対する外傷を軽減させるこ
とが可能である。可撓性布地７５６４は、例えばスパンデックスなどの弾性材料またはＰ
ＥＴなどの非エラストマー布地などの様々な生体適合性材料を含むことが可能である。別
の実施形態では、代替的な弁が、弁７５６０のものに類似する略裁頭円錐形状を有するこ
とが可能であり、代替的な弁の心房端部は、心房端部の形状が非円形になるように比較的
平坦なエッジを備えることが可能である。この構成の１つの利点は、代替的な弁の比較的
平坦なエッジが、患者の僧帽弁の解剖学的構造に対応するのを補助することが可能であり
、したがって植え込まれた場合にデバイスの安定性を向上させ得る点である。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８０】
　図１３５は、人工弁で使用するための、ならびに本体７５７２および心房部分７５７４
を有する例示のフレーム７５７０を示す。本体７５７２は、本体７５６２の裁頭円錐形状
に略類似する構成を有し、心房部分７５７４は、心房部分７０４０のものと同様の構成を
有する。フレーム７５７０は、心房部分７５７４の外周部から本体７５７２の心室端部に
延在する可撓性布地（図示せず）内に囲まれ得る。またこれは、封止および組織内部成長
を向上させ、天然組織への外傷を軽減するのを補助し得る。別の実施形態では、代替的な
フレームは、フレーム７５７０のものに類似する略裁頭円錐形状を有することが可能であ
り、代替的なフレームの心房端部は、心房端部の形状が非円形になるように比較的平坦な
エッジを備えることが可能である。この構成の１つの利点は、代替的なフレームの比較的
平坦なエッジが患者の僧帽弁の解剖学的構造に対応するのを補助し、したがって植え込ま
れた場合にデバイスの安定性を向上させ得る点である。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８１】
　図１３６は、本体７５８２と、心房部分７４４０のものに類似する構成を有する心房部
分７５８４とを有する人工弁の例示のフレーム７５８０を示す。心房部分７４４０と同様
に、心房部分７５８４は、複数の内方向尖部７５９０および外方向尖部７５８８を有する
ジグザグストラットの外方リングを備える。フレーム７５８０は、心室部分７５８４上の
外方向尖部７５８８から本体７５８２の心室端部まで延在する第１の可撓性裁頭円錐形布
地カバー７５８６Ａを備える。また、フレーム７５８０は、内方向尖部７５９０から本体
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７５８２の心室端部に延在する第２の可撓性裁頭円錐形布地カバー７５８６Ｂを備える。
布地７５８６の２つの層は、フレーム７５８０が天然組織の形状に形状合致するのを補助
し、それにより封止および組織内部を向上させ、天然組織に対する外傷を軽減させ得る。
可撓性布地７５８６の２つの層は、例えばスパンデックスなどの弾性材料などの様々な生
体適合性材料を含むことが可能である。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８３】
　図１３８は、図１３７Ａ～図１３７Ｂのものに類似する心房部分を有するフレームを備
える人工弁７７４０の上面図を示す。図１３８は、フレームが布地７７４２に覆われ得る
ことを示す（例えば本願の他の箇所で説明されるように）。図１３９は、人工弁７７４０
のものと同様の構成を有する人工弁７７６０を示す。人工弁７７６０は、人工弁７７６０
の本体７７６４から離れるように心房に巻く心房に湾曲する部分７７６２を備える心房部
分を有することが可能である。いくつかの例では、心房に湾曲する部分７７６２は、布地
７７６６内に覆われた２つの比較的可撓性の径方向に延在するアーム（本明細書の他の箇
所で説明されるような相対的可撓性を達成する特性を有するアーム７７２４または任意の
アーム（例えば、図１０９Ａ～図１０９Ｅに示され本願の対応する説明に記載されるよう
な蛇行形状を有するアーム、または図１１２～図１１３に示され本願の対応する説明に記
載されるようなコイル構成など））を備えることが可能である。いくつかの例では、心房
に湾曲する部分７７６２は、布地内に覆われた２つのみのかかるアームを備えることが可
能であるが、湾曲部分７７６２は、より多数またはより小数の比較的可撓性の径方向延在
アームを備えることが可能である。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８６】
　上述の様々な心房部分はいずれも、様々な生体適合性布地の中の任意のものを嵌められ
得る。これらの生体適合性布地は、アーム間または既述の構成の他の構成要素間の開放空
間にわたり広がり得る。適切な布地材料のいくつかの例は、上述されたものであるが、Ｐ
ＥＴなどの合成材料およびウシ心膜などの生体材料を含む。布地材料は、所望の多孔性、
血液透過性、または他の関連特徴に基づき選択され得る。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２５２】
　　２　天然僧帽弁
　　４　左心房
　　６　左心室
　　８　弁輪
　　１０　前方弁尖
　　１２　後方弁尖
　　１４　大動脈弁
　　１６　腱索
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　　１８　心房壁
　　２０　心室壁
　　２２　後内側乳頭筋
　　２４　前外側乳頭筋
　　２６　右心房
　　２８　右心室
　　３０　中隔
　　３２　肺静脈
　　３４　下大静脈または上大静脈
　　３６　交連部
　　３７　間隙
　　３８　下方尖部
　　３９　天然僧帽弁輪８の部分、弁輪領域、腔部、交連腔部、天然腔部
　　Ａ１　エリア
　　Ａ２　エリア、中間部分
　　Ａ３　エリア
　　Ｐ１　エリア
　　Ｐ２　エリア、中間部分
　　Ｐ３　エリア
　　１００　人工弁
　　１０２　フレーム
　　１０３　ドッキングフレーム
　　１０４　弁構造体
　　１０６　後方弁尖
　　１０８　破線
　　１１０　上方端部
　　１１２　下方端部
　　１１４　人工弁
　　１１６　フレーム
　　１２２　管状本体
　　１２４　心房封止部材
　　１２６　心室固定部
　　１３０　心室端部
　　１３２　心房端部
　　１４０　外方リム
　　１４２　生体適合性層
　　１４４　独立カフ
　　１４６　前方心室固定部
　　１４８　後方心室固定部
　　１５０　ワイヤ
　　１５２　第１の端部部分
　　１５４　第２の端部部分
　　１５６　第１の付着位置
　　１５８　第２の付着位置
　　１６０　中間部分
　　１６２　自由端部または尖部、屈曲部
　　１６４　第１の材料
　　１６６　第２の材料
　　１６８　最下部分
　　Ｄｂｏｄｙ　直径
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　　Ｄｍａｘ　直径
　　Ｈｍａｘ　軸方向高さ
　　Ｈ１　軸方向高さ
　　Ｈ２　軸方向距離
　　Ｈ３　軸方向距離
　　Ｗ１　距離
　　２０２　フレーム
　　２０４　プロング
　　２０６　下方押し表面
　　２２２　本体
　　２２６　心室固定部
　　３０２　フレーム
　　３０４　「Ｖ字」形状押し部材
　　３０６　押し表面
　　３２２　本体
　　３２６　心室固定部
　　４００　人工弁実施形態
　　４０２　フレーム
　　４２２　本体
　　４２４　心房封止部材
　　４２６　心室固定部
　　４２８　交連固定部
　　４４０　外方リム
　　４５０　ネック部分
　　４５６　付着点
　　４５８　付着点
　　４６４　尖部
　　５０２　フレーム実施形態
　　５２２　本体
　　５２４　裁頭円錐形心房封止部材
　　５２６　心室固定部
　　５４０　外方リム
　　５６２　上方尖部
　　６０２　フレーム実施形態
　　６２２　本体
　　６２６　「Ｓ字」形状心室固定部
　　６３０　心室端部
　　６５０　心室固定ワイヤ
　　６９０　長手方向中心軸
　　７０２　フレーム実施形態
　　７２２　本体
　　７２６　心室固定部
　　７８０　ネック中央部分
　　７８２　幅広上方部分
　　８０２　フレーム
　　８２２　本体
　　８２４　心房封止部材
　　８２６　心室固定部
　　９０２　フレーム実施形態
　　９２２　本体
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　　９２４　円盤状心房封止部材
　　９２６　心室固定部
　　９３０　下方端部
　　９３２　上方端部
　　１００２　フレーム実施形態
　　１０１２　フレーム実施形態
　　１０２２　本体
　　１０２４　心房封止部材
　　１０２６　心室固定部
　　１０２８　略裁頭円錐形部分
　　１０２９　入口部分
　　１０３０　心室端部
　　１０３２　上方端部
　　１０５０　心室固定部
　　１０６０　上方部分
　　１１０２　フレーム実施形態
　　１１２２　本体
　　１１２６　心室固定部
　　１１５６　心室固定部付着点
　　１１５８　心室固定部付着点
　　Ｄ１　距離
　　Ｄ２　モーメントアーム、距離
　　１２０２　フレーム
　　１２２２　本体
　　１２２６　「跳ね上げ」心室固定部
　　１２３０　下方端部
　　１３０２　フレーム実施形態
　　１３２２　本体
　　１３２６　「巻き上げ」心室固定部
　　１３３０　下方端部
　　１４０２　フレーム実施形態
　　１４２２　本体
　　１４２４　心室固定部分
　　１４２６　心室固定部
　　１４３０　下方部分
　　１４３２　ベース
　　１５００　フレーム
　　１５０２　本体
　　１５０４　心室固定部
　　１５０６　スリーブ
　　１５０８　心室固定部装着部分
　　１５１０　装着部分
　　１６００　フレーム
　　１６０２　本体
　　１６０４　心室固定部
　　１６０６　スリーブ
　　１６０８　心室固定部装着部分
　　１６１０　装着部分
　　２０００　経心尖送達システムまたは送達ツール
　　２００２　近位ハンドル部分
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　　２００４　挿入部分
　　２００６　内方シャフト
　　２００８　ルーメン
　　２０１０　プッシャシャフト
　　２０１２　
　　２０１４　内方シース
　　２０１６　遠位端部分
　　２０１７　遠位端
　　２０１８　プッシャ先端部
　　２０２０　近位端部分
　　２０２２　分離または易壊保持バンド
　　２０２４　近位エッジ
　　２０２６　切欠部
　　２０２８　スロット
　　２０３０　ノーズコーン
　　２０３２　遠位尖部
　　２０３４　近位ベース
　　２０３６　外方シース
　　２０５２　外方シースグリップ
　　２０５４　ハウジング
　　２０５６　摺動親ねじ
　　２０５８　近位端部分
　　２０６０　回転可能スリーブ
　　２０６２　ノブ
　　２０６４　外方らせん溝
　　２０６６　内方突出リッジ
　　２０６８　近位端部キャップ
　　２０７０　洗滌ポート
　　２１００　送達カテーテル
　　２１０２　一次シース
　　２１０４　遠位端部
　　２１０６　剛性プッシャシャフト
　　３０００　プロテーゼスペーサ
　　３００２　フレーム
　　３００４　スペーサ体
　　３００６　フレーム体
　　３００８　前方心室固定部
　　３０１０　後方心室固定部
　　３０１２　前方心房固定部
　　３０１４　後方心房固定部
　　３０１６　幅広掛合部分
　　３０１８　幅広掛合部分
　　３０２０　幅広掛合部分
　　３０２２　幅広掛合部分
　　３０２４　スペーサ拡張器
　　３０３０　外方シース
　　３０３２　トルクシャフト
　　３０４０　弁構造体
　　３０４６　メッシュ状ワイヤ格子
　　３０５０　ばね状らせん巻きワイヤコラム
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　　４０００　プロテーゼ装置
　　４００２　心室固定部
　　４００４　係合部分
　　４００６　レッグ部分
　　４００８　ニー部分
　　４０１０　フット部分
　　５０００　プロテーゼ装置
　　５００２　心室固定部
　　５００４　係合部分
　　５００６　レッグ部分
　　５００８　ニー部分
　　５０１０　フット部分
　　６０００　蛍光透視配向デバイス
　　６００２　ガイドワイヤシャフト
　　６００４　内方シャフト
　　６００６　外方シャフト
　　６００８　ハンドル
　　６０１０　ノーズコーン
　　６０１２　遠位部分、エコー発生アーム
　　６０１４　近位部分
　　６０１６　近位部分
　　６０１８　蛍光透視マーカバンド
　　６０２０　遠位部分
　　６０２２　近位部分
　　６０２４　送信機
　　６０２６　孔
　　６０２８　コネクタ部分
　　６０３０　延長部分
　　６０３２　　Ｃ－Ａｒｍ蛍光透視鏡
　　６０３４　送信機
　　６０３６　受信機
　　６０３８　平坦表面
　　６０４０　蛍光透視鏡軸
　　Ｗ１　幅
　　Ｗ２　最大幅
　　７０００　心房部分
　　７００２　心房部分
　　７００４　心房部分
　　７００６　心房部分
　　７００８　心房部分
　　７０１０　心房部分
　　７０１６　軸
　　７０１８　本体
　　７０２０　心房部分
　　７０２２　アーム
　　７０２４　起始端部
　　７０２６　末端端部
　　７０２８　ループ
　　７０３０　布地カバー
　　７０３２　本体



(20) JP 2016-506794 A5 2018.7.12

　　７０４０　心房部分
　　７０４２　アーム
　　７０４４　起始端部
　　７０４６　末端端部
　　７０４８　馬蹄形状要素
　　７０５０　小ループ
　　７０５２　本体
　　７０６０　心房部分
　　７０６２Ａ　アーム
　　７０６２Ｂ　アーム
　　７０６２Ｃ　アーム
　　７０６４　起始端部
　　７０６６　末端端部
　　７０６８　ループ
　　７０７０　ループ
　　７０７２　蛇行状部分
　　７０７４　本体
　　７０８０　心房部分
　　７０８２　アーム
　　７０８４　起始端部
　　７０８６　末端端部
　　７０８８　延長部
　　７０９０　本体
　　７０９２　本体
　　７１００　心房部分
　　７１０２　アーム
　　７１０４　起始端部
　　７１０６　連結箇所
　　７１０８　本体
　　７１２０　心房部分
　　７１２２　アーム
　　７１２４　起始端部
　　７１２６　末端端部
　　７１２８　ループ
　　７１３０　連結点
　　７１３２　本体
　　７１４０　心房部分
　　７１４２　アーム
　　７１４４　起始端部
　　７１４６　末端端部
　　７１４８　本体
　　７１６０　心房部分
　　７１６２　アーム
　　７１６４　起始端部
　　７１６６　末端端部
　　７１６８　馬蹄形状要素
　　７１７０　布地
　　７１８０　心房部分
　　７１８２　アーム
　　７１８４　起始端部
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　　７１８６　末端端部
　　７１８８　本体
　　７２００　心房部分
　　７２０２　アーム
　　７２０６　末端端部
　　７２０８　ループ
　　７２２０　心房部分
　　７２２２　アーム
　　７２２４　起始端部
　　７２２６　布地
　　７２２８　本体
　　７２４０　心房部分
　　７２４２　アーム
　　７２４４　起始端部
　　７２４６　本体
　　７２６０　心房部分
　　７２６２　ループ
　　７２６４　サブループ
　　７２６６　本体
　　７２８０　心房部分
　　７２８２　ループ
　　７２８４　二次ループ
　　７２８６　三次ループ
　　７２８８　本体
　　７３００　心房部分
　　７３０２　
　　７３０４　起始端部
　　７３０６　末端端部
　　７３０８　ジグザグ部分
　　７３１０　内方向尖部
　　７３１２　外方向尖部
　　７３１４　本体
　　７３２０　心房部分
　　７３２２　アーム
　　７３２４　起始端部
　　７３２６　末端端部
　　７３２８　第１のジグザグ部分
　　７３３０　第２のジグザグ部分
　　７３３２　内方向尖部
　　７３３４　外方向尖部
　　７３３６　内方向尖部
　　７３３８　外方向尖部
　　７３４０　心房部分
　　７３４２　内方ジグザグ部分
　　７３４４　外方ジグザグ部分
　　７３４６　布地
　　７３４８　本体部分
　　７３６０　心房部分
　　７３６２　材料部分
　　７３６４　縫合糸
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　　７３６６　本体
　　７３８０　心房部分
　　７３８２　単一材料リング
　　７３８４　布地
　　７３８６　本体
　　７４００　心房部分
　　７４０２　アーム
　　７４０４　空間
　　７４０６　単一ループ
　　７４２０　心房部分
　　７４２２　アーム
　　７４２４　ループ
　　７４４０　心房部分
　　７４４２　内方向尖部
　　７４４４　本体
　　７４６０　心房部分
　　７４６２　尖部
　　７４６４　アーム
　　７４６６　ジグザグ部分
　　７４６８　本体
　　７４８０　心房部分
　　７４８２　本体
　　７５２０　心房部分
　　７５２２　アーム
　　７５２４　本体
　　７５４０　心房部分
　　７５４２　単一材料部分
　　７５４４　本体
　　７５４６　布地
　　７５４８　バイパス穴
　　７５６０　人工弁
　　７５６２　本体
　　７５６４　可撓性布地
　　７５７０　フレーム
　　７５７２　本体
　　７５７４　心房部分
　　７５８０　フレーム
　　７５８２　本体
　　７５８４　心室部分
　　７５８６Ａ　第１の可撓性裁頭円錐形カバー
　　７５８６Ｂ　第２の可撓性裁頭円錐形カバー
　　７５８８　外方向尖部
　　７５９０　内方向尖部
　　７６００　本体
　　７７２０　心房部分
　　７７２２　アーム
　　７７２４　アーム
　　７７２６　馬蹄形状要素
　　７７２８　本体
　　７７３０　円筒状結合要素
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　　７７３２　心室固定部
　　Ｌ２　長さ
　　Ｄ３　直径
　　７７４０　人工弁
　　７７４２　布地
　　７７６０　人工弁
　　７７６２　部分
　　７７６４　本体
　　７７６６　布地
　　８０００　拡張支援送達システム
　　８００２　ガイドワイヤシース
　　８００４　内方シース
　　８００６　外方シース
　　８００８　近位ハンドル部分
　　８０１０　円錐状ノーズコーン
　　８０１２　固定部スプレッダ
　　８０１４　内方シースコントローラ
　　８０１６　外方シースコントローラ
　　８０１８　ガイドワイヤシースコントローラ
　　８０２０　遠位部分
　　８０２２　プロテーゼサポート
　　８０２４　ハウジング
　　８０２６　内ねじロッド
　　８０２８　外ナット
　　８０３０　弾性材料
　　８０３４　凹状部分または溝
　　８０３６　スロット
　　８０３７　中空ノーズコーン
　　８０３８　空洞部
　　８０４０　近位部分
　　８０４２　遠位部分
　　８０４６　ダイヤモンドノーズコーン
　　８０５０　人工弁
　　８０５２　固定部
　　８０５４　本体
　　８０５５　近位端部
　　８０５６　心房部分
　　８０５８　布
　　８０６０　心室ループ
　　８０６２　アーム
　　９０００　ハーネス
　　９００２　本体部分
　　９００４　近位連結部分
　　９００６　遠位連結部分
　　９００８　延長部
　　９０１０Ａ　保持要素
　　９０１０Ｂ　保持要素
　　９０１２Ａ　ネック部分
　　９０１２Ｂ　ネック部分
　　９０１４Ａ　ヘッド部分
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　　９０１４Ｂ　ヘッド部分
　　９０１６Ａ　空間
　　９０１６Ｂ　空間
　　９０１６Ｃ　空間
　　９０１６Ｄ　空間
　　９０１８　ルーメン
　　９０２０　リッジ
　　９１００　ハーネスデバイス
　　９１０２　内方固定部制御部分
　　９１０４　外方固定部制御部分
　　９１０６　中空調節制御シャフト
　　９１０８　保持要素
　　９１１０　遠位保持要素
　　９１１２　ループ受けチャネル
　　９１２２　中空ノーズコーン
　　９１２４　ねじ部分
　　９１２６　間隔リング
　　９１２８　ロック要素
　　９１３０　突出部
　　９１３２　遠位整列突出部
　　９１３４　整列リッジ
　　９１３６　環状溝
　　９１３８　本体
　　９１４２　近位縁延長部
　　９１４４　ロック部分
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